


工vセベ

国
体
三
日
目
、
成
年
女
子

C
、
五
百
メ
ー
ト
ル
ス

タ
ー
ト
ニ
介
前
、
仲
間
の
名
前
が
呼
ぴ
あ
げ
ら
れ
る
。

「
七
コ

i
ス
、
黄
の
ポ
ウ
シ
、
井
出
妙
子
、
富
山
県
U

呼
び
上
げ
が
終
る
と
九
名
の
選
手
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
。
私
の
頭
の
中
は
、
優
勝
、
も
し
く
は
上
位

入
賞
の
こ
と
し
か
な
い
。
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
飛
び

出
す
。
第
三
コ
ー
ナ
ー
ま
で
ト
ッ
プ
と
並
ん
で
ゆ
く
。

「
い
け
る
U

と
、
思
っ
た
瞬
間
、
何
が
起
き
た
の
か

わ
か
ら
な
い
。
身
体
は
浮
い
て
し
ま
い
、
今
に
も
転

倒
し
そ
う
。
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
戻
そ
う
と
す
る
が
、

足
に
そ
の
力
は
な
い
。
最
後
の
百
メ
ー
ト
ル
は
、
気

が
抜
け
た
。
心
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
。
悔
し
く

て
泣
き
た
い
。

宿
舎
に
戻
り
、
相
変
わ
ら
ず
昔
と
同
じ
こ
と
を
し

て
い
る
自
介
を
反
省
す
る
。

四
日
目
の
千
メ
ー
ト
ル
で
は
気
負
い
を
捨
て
た
。

勝
負
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
。
う
ま
く
行
き
す
ぎ

た
レ

l
ス
運
び
に
、
自
分
以
外
の
不
思
議
な
力
の
あ

る
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。

結
婚
し
て
、
家
族
と
共
に
、
川
崎
、
内
灘
、
福
井
、

金
沢
、
そ
し
て
魚
津
と
、
八
回
の
引
越
し
を
繰
り
返

し
な
が
ら
一
つ
所
に
留
ま
る
こ
と
な
く
来
た
日
々
。

生
活
の
知
恵
だ
ろ
う
か
、
引
越
し
の
度
に
、
強
く
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ゆ
く
六
人
の
子
供
達
。

ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
主
人
は
、
ゴ
ル
フ
、
バ
レ

l
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
:
:
:
等
々
。

私
と
子
供
達
は
、
主
人
の
後
に
つ
い
て
教
え
て
も

ら
う
時
が
一
番
心
は
ず
む
時
、
長
男
は
こ
の
時
間
を

快
適
時
間
と
呼
ん
で
い
る
。

六
十
一
年
の
三
月
、
魚
津
へ
引
越
し
の
折
、

海の貴婦人に頼もしい助っ人
山谷畠子さん海王丸ボランティア 4 手伝

い
に
来
て
く
れ
た
姉
が
、
こ
の
年
の
一
月
に
行
わ
れ

た
冬
季
国
体
の
試
合
の
機
子
を
愉
快
に
話
し
て
く
れ

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
「
妙
子
も
や
っ
て
み
た
ら
?
」

思
わ
ず
私
は
、
「
冗
談
で
し
ょ
U

そ
の
時
は
、
笑
い
流

し
た
。
し
か
し
、
山
の
木
々
が
赤
や
黄
に
染
ま
り
、

冬
が
近
づ
く
と
、
二
十
年
前
の
慎
か
し
い
ス
ケ
ー
ト

靴
を
捜
し
出
し
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
家
族
み

ん
な
で
、
富
山
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
。
ぎ
こ

ち
な
い
ス
ケ

i
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
が
何
年
ぶ
り
か
に

味
わ
う
氷
の
感
触
に
絢
が
高
ま
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず

子
供
の
織
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

四
月
よ
り
末
娘
が
幼
稚
園
に
通
い
始
め
た
の
を
機

に
、
私
も
暇
を
見
つ
け
魚
津
の
自
然
の
中
を
走
り
始

め
た
。
魚
津
の
な
だ
ら
か
な
道
を
山
に
向
っ
て
走
る

と
、
立
山
連
峰
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
錯
覚
を
覚
え

る
。
夕
方
、
高
台
に
登
る
と
海
に
沈
む
大
き
な
夕
陽

が
、
一
日
の
終
り
を
告
げ
て
く
れ
る
。

い
つ
、
ど
こ
を
走
っ
て
も
自
然
の
偉
大
さ
に
ふ
れ

る
こ
と
の
で
き
る
所
で
あ
る
。

八
ヶ
月
の
走
り
で
は
甘
い
が
、
再
度
県
体
へ
出
場
。

い
よ
い
よ
富
山
県
よ
り
、
冬
季
国
体
選
手
と
し
て
選

ん
で
頂
く
。

母
に
電
話
を
す
る
。

「
妙
子
は
子
供
が
多
い
の
で
、
や
り
た
い
こ
と
も
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
や
れ
る
時
に
や
っ
て
み
な
U

と、

や
さ
し
い
言
葉
。

こ
う
し
て
、
子
供
時
代
や
っ
て
い
た
こ

と
が
、
囲

り
の
巡
り
合
せ
と
か
み
合

っ
て
で
き
る
状
態
に
感
謝

し
た
い
。

主
人
も
私
も
、
こ
の
富
山
を
、
魚
津
を
離
れ
が
た

く
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

写真提供/北日本新聞社

「
最
初
に
海
王
丸
を
見
た
と
き
、
な
ん
で
き

れ
い
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
あ
の
船

が
帆
い
っ
ぱ
い
に
風
を
受
け
て
海
原
を
疾
走

す
る
な
ん
で
す
ご
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
U

と

語
っ
て
く
れ
る
山
谷
品
子
さ
ん
。
富
山
商
船

高
校
四
年
生
、
海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
今
月
の
二
十

八
日
か
ら

一
般
に
公
開
さ
れ
る
海
王
丸
の
帆

を
張
っ
た
り
、
清
掃
な
ど
が
主
な
仕
事
で
す

が
、
無
報
酬
だ
け
に
集
ま
る
人
は
船
が
好
き

な
人
ば
か
り
。
「
海
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し

た
し
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
船
に
は
憧
れ
て
い

ま
し
た
U

と
い
う
山
谷
さ
ん
も
船
の
魅
力
に

魅
せ
ら
れ
た

一
人
で
す
。

実
際
の
仕
事
で
は
、
高
さ
四
十
六
メ
ー
ト

ル
の
マ
ス
ト
に
登

っ
た
り
、

一
枚
平
均
畳
四

十
三
枚
分
も
あ
る
帆
を
広
げ
た
り
と
男
性
顔

負
け
の
力
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
「
体
は
丈
夫。

体
力
に
は
自
信
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と

の
こ

と
。
「
何
本
も
あ
る
ロ

l
プ
の
中
の

一
本
を
間

違
え
ず
に
引
い
て
ち

ゃ
ん
と
帆
が
張
れ
た
と

き
の
う
れ
し
さ
、
み
ん
な
で
張

っ
た
一
体
感
。

こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
感
動
も
の
で
す
よ
U

と、

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

「
海
王
丸
は
県
民
み
ん
な
の
宝
物
。
私
た
ち

も
が
ん
ば

っ
て
大
事
に
し
て
い
く
ん
で
、
み

ん
な
で
見
に
来
て
く
だ
さ
い
U

と
い
う
山
谷

さ
ん
。
海
の
貴
婦
人
に
頼
も
し
い
助

っ
人
で

す
。



平
成
二
年
度
の
富
山
県
予
算
(
一
般
会
計
)

は
、
四
、
七
九
七
億
五
、
一
七
四
万
円
で
、
前

年
度
当
初
に
比
べ
て
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
富
山
県
立
大
学
の
関
学
、
海

王
丸
の
公
開
を
は
じ
め
、
県
立
中
央
病
院
の

整
備
や
総
合
運
動
公
園
の
建
設
な
ど
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
層
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、

高
齢
社
会
対
策
、
交
通
安
全
対
策
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、

二
十
一
世
紀
へ
の
基
礎
づ
く
り
と

し
て
、
次
期
県
民
総
合
計
画
、
海
ビ
ジ
ョ
ン
、

水
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
、
全
県

城
下
水
道
化
構
想
な
ど
の
各
種
の
計
画
を
引

き
続
き
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
県

民
す
べ
て
が
幸
福
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
「
幸
福
立
県
」
、

富
山
県
の
特
色
を
活

か
し
な
が
ら
世
界
に
は
ば
た
く
「
国
際
立
県
」
、

創
造
性
に
満
ち
た
若
者
た
ち
の
育
成
や
有
能

な
人
材
の
集
積
、
文
化
の
交
流
を
通
し
て
世

界
の
頭
脳
が
ゆ
き
か
う
「
人
材
立
県
」
を
目

指
し
ま
す
。



予算の概要

(単位千円)
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県税
2.7.3% 

1.311億1.800万円

区 分 予算額 liiZ!構成虫
県 税 131. 11 8 . 000 10.6 27.3 

地方譲 与税 9.265.000 33.9 1.9 

地方交付税 126. 130.000 14.5 26.3 

交通安全対策特別交付金 419.000 ム24.2 0.1 

分担金及び負担金 7.365.322 ム 0.1 1.5 

使用料及び手数料 12.338.364 4.5 2.6 

国庫支出 金 88.790.396 2.2 18.5 

繰 入 金 11. 770.998 7.4 2.5 

県 債 (5391..497483，.O0409 0) (ムム56..95) 1(80..37 ) 

諸収入・ その他 41.076.617 9.4 8.6 
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議 42h3E • 費 1.138.669 6.2 0.2 

総 務 費 47.193.579 96.5 9.8 

民生・衛生 費 40.600.078 5.3 8.5 

労 働 費 3.077.938 ム5.6 0.6 

震林水産業費 65.758.871 1.6 13.7 

商 工 費 19.405.310 2.0 4.0 

土 木 費 108.347.332 0.4 22.6 

警 察 費 20.091.803 2.8 4.2 

教 青 費 109.730.432 4.0 22.9 

災害復旧費 4.298.719 7.7 0.9 

公 {責 費 51.047.962 0.7 10.7 

諸 支 出 金 8.861.053 19.5 1.9 

予 備 費 200.000 0.0 0.0 

4E』コ 計 I 479.751.746 7.6 

額算予分区



健康づくり

352億4，700万円

県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん
対
策

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
総
死
亡
者
数
の
二
五
・九
パ

ー
セ

ン
ト

(六
十
三
年
度
調
査
)
と
四
人
に

一
人
の
割

合
と
な

っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
昨
年
策
定
し
た
が
ん

攻
略
県
民
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
が
ん

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
が
ん
対
策
二
年
目
を
迎

え
た
今
年
度
は
、
発
が
ん
要
因
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
と
い
わ
れ
る
喫
煙
に
重
点
を
お
い
て
、
高
校
生

等
を
対
象
に
し
た
「
禁
煙
教
室
」
や
「
喫
煙
と
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
く
な
ど
、

各
種
啓
発
活
動
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
車
の
整
備
、
が
ん
対
策
基

金
の
充
実
を
図
る
な
ど
総
合
的
な
施
策
の
展
開
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

東
洋
医
学
の
墓
地
づ
く
り

和
漢
医
薬
の
基
地
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
和
漢
薬

か
ら
は
り
、
き
ゅ
う
ま
で
、
幅
広
い
東
洋
医
学
の
臨
床

研
究
を
す
る
た
め

の
東
洋
医
学
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

富
山
の
薬
三
百
年
記
念
事

業
や
和
漢
薬
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に

助
成
す
る
な
ど
東
洋
医
学
の
基
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

競
技
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て

平
成
十
二
年
の

二
0
0
0
年
国
体
の
本
県
開
催
に
向

け
て
、

「富
山
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
」
を
設
け
、
競

技
力
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
全

生涯学習の推進

982億6，200万円

学
習
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

人
生
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
聞
か
れ
た
学

習
社
会
の
基
盤
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
県

立
図
書
館
と
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
で
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
ん
な
学
習
講
座
が
聞
か
れ
、
申
し
込
む
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
情
報
や
図
書
館
資
料
が

パ
ソ

コ
ン
で
簡
単
に
得
ら
れ
る
学
習
情
報
提
供
ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
生
涯
学
習
の
総
合

的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

-
小
学
校
に
体
育
専
門
の
教
員
を
配
置

-
登
校
拒
否
児
の
適
応
指
導
教
室
に
関
す
る
研
究

.
学
校
給
食
に
ふ
る
さ
と
の
特
産
の
味
を
導
入

-
児
童
劇
の
開
催
・
観
賞
に
対
す
る
助
成

-
富
山
県
高
等
教
育
振
興
財
団
の
設
立

-
県
立
大
学
校
舎
の
建
設
推
進

4 
文化の県づくり

文
化
ホ
ー
ル
の
活
性
化

心
の
豊
か
き
や
生
活
に
う
る
お
い
を
求
め
る
県
民
の

国
中
学
校
選
抜
の
種
目
の
十
八
競
技
で
好
成
績
を
挙
げ

て
い
る
中
学
生
七
百
二
十
人
を
強
化
選
手
に
指
定
し
、

合
同
練
習
を
実
施
す
る
ほ
か
、
強
化
コ
ー
チ
を
設
置
し

レ
ベ
ル
の
高
い
技
能
や
科
学
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
競
技
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

-
と
や
ま
健
康
村
の
基
本
構
想
の
策
定

-
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
増
築

-
「
こ
こ
ろ
の
電
話
」
設
置

-
老
人
性
痴
呆
痕
患
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成

.
保
健
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

-
総
合
運
動
公
園
の
整
備

-
県
営
プ
l
ル
、
漕
艇
場
の
建
設

-
保
険
料
軽
減
や
高
額
医
療
共
同
事
業
へ
の
助
成

社会福祉の充実

297億1，100万円

在
宅
介
護
を
応
援
し
ま
す

家
庭
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
負
担
は
大
変
な
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
寝
た
き
り

や
独
り
暮
ら
し
世
帯
に
出
向
い
て
家
事
や
介
護
に
当
る

家
庭
奉
仕
員
の
数
を
約
二
倍
に
す
る
他
、

一
時
的
に
介

護
を
肩
代
わ
り
す
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
」
、
給
食
や
入

浴
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
「
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
」
も
大
幅
に

拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
県
内
四
ヶ
所
に
「
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、
介
護
機
器
の
展
示
や
紹
介
の

他
、
介
護
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

高
齢
者
の
い
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り

の
全
県
人
口
に
占
め
る

期
待
に
応
え
る
た
め
、
市
町
村
の
文
化
ホ

l
ル
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。
今
ま
で
利
用
度
が
三
十
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
だ

っ
た
各
地
区
の
文
化
ホ

l
ル
に
共
同
企
画
に
よ

り
県
民
芸
術
劇
場
な
ど
を
巡
回
さ
せ
、
ホ
ー
ル
の
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。

-
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
研
究
大
会
へ
の
助
成

.
高
校
の
文
化
活
動
に
対
す
る
助
成

-
立
山
博
物
館
の
建
設

.
国
際
芸
術
教
育
施
設
に
対
す
る
調
査

-
新
川
文
化
ホ

i
ル

(仮
称
)
の
基
本
計
画
の
策
定

おも
台川河

の
り
噛
.

5
M
帆釦

か
社

#
厄
日

主
伺

36億6，800万円

二
十

一
世
紀
女
性
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、
婦
人
の
豊

か
な
能
力
と
情
熱
を
地
域
社
会
づ
く
り
に
生
か
す
事
」
と

が
で
き
る
よ
う
、
婦
人
の
活
躍
で
き
る
場
を
拡
充
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
新
た
に
農
村
婦
人
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
農
村
婦
人
パ
ワ

l
の
活
性
化
を
図
る
ほ
か
、
ヤ
ン

グ
レ
デ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
助
成
し
、
若
い
女
性
の

社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

・
青
年
の
翼
・
婦
人
の
翼
の
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
へ
の
派
遣

・
富
山
県
女
性
代
表
団
の
遼
寧
省
へ
の
派
遣

割
合
は
十
四
パ

ー
セ

ン
ト
で
、
全
国
平
均
を
三
ポ
イ
ン

ト
近
く
も
上
回
る
な
ど
、
全
国
的
に
見
て
も
県
内
の
高

齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
、
積
極
的
な
対
応
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
退
職
後
の
準
備
の
た
め
の
研
修
を
行
う

な
ど
、
い
き
い
き
長
寿
財
団
の

一
層
の
機
能
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
患
者
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
管
理
し
、
回
復
の
た
め
適
切
な
指
導
を
行
う
脳

卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
の
ほ
か
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
防
止
の
施
策
検
討
や
痴
呆
老
人
の
実
態
調
査
を
行
う

「寝
た
き
り
痴
呆
防
止
推
進
会
議
」
を
設
け
、
総
合
的
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ン
パ
ワ
ー
の
強
化

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
活
動
を
行

っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
補
助
金
の
支
給
対
象
を
昨
年
の
五

十
グ
ル
ー
プ
か
ら
百
グ
ル
ー
プ
に
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
、
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
協
力
校
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
対
象
を
三
十
二
校
か
ら
六
十
四
校
に
す
る

ほ
か
、
小
学
生
向
け
福
祉
副
読
本
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
こ
の
他
、
情
報
の
収
集
、
提
供
、

啓
発
、
相
談
な

ど
を
行
う
県
や
市
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l
の
増
員
や
常
勤
化
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す

0

.
母
子
保
健
教
室
の
開
催

.
県
立
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
の
改
築

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
(
虚
弱
老
人
も
入
所
対
象
と
し
た
新
た
な
軽
費
老

人
ホ

l
ム
)
の
整
備

-
高
志
授
産
ホ

l
ム
の
増
築
、
あ
ざ
み
圃
体
育
施
設
の
整
備

.
心
身
障
害
者
の
通
所
訓
練
事
業
に
対
す
る
助
成

-
児
童
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
策
定

・
地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成

6 
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快適な暮らし
の実現

268億8，600万円

花

と

緑

の

シ

ン

ボ

ル

に

植

物

公

園

「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
づ
く
り」
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
県
植
物
公
園
の
中
央
植
物
園
が
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
で

着
工
さ
れ
ま
す
。
植
物
公
園
は
、
県
民
が
植
物
を
学
ぶ

た
め

の

「植
物
園
」
と
植
物
に
親
し
み
、

憩
い
や
す
ら

ぐ
た
め

の

「公
園
」
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
施

設
で
す
。
展
外
展
示
館
、
温
室
、
冷
室
、
資
料
室
な
ど

植
物
の
観
察
、
学
習
の
た
め
の
施
設
の
ほ
か
、
種
子
保

存
や
バ

イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
な
ど
の
調
査

・
研
究
の
た

め
の
施
設
が
作
ら
れ
、
約
五
千
種
の
植
物
が
集
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

快
適
な
公
共
ト
イ
レ
に

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な

っ
た
公
共
ト
イ

レ
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
「
き
れ
い
で
明

る
い

」
公
共
ト
イ
レ
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
に
新
設
さ
れ
る

モ
デ
ル
ト
イ
レ

三
ヵ
所
や
二
十

ヵ
所
の
既
設
の
公
共
ト
イ
レ

の
改
築
に
助
成
し
て
い
き

ま
す。

酸
性
雨
測
定
を
強
化

地
球
規
模
の
環
境
汚
染
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ

れ
る
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
森
林
が
枯
れ
た
り
、
湖

か
ら
魚
が
消
え
た
り
す
る
被
害
を
出
し
て
い
る
酸
性
雨

の
測
定
体
制
を
大
幅
に
強
化
し
、
実
情
把
握
に
本
腰
を

生活基盤の
充実

649億4，500万円

住
宅
の
整
備

消
融
雪
型
住
宅
の
普
及
や
高
齢
化
社
会
に
備
え
た
住

宅
の
調
査
研
究
、
地
域
に
適
し
た
木
造
住
宅
の
開
発

・

普
及
な
ど
に
よ
り
、

一
層
住
み
よ
い
住
宅
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
新
た
に
雪
に

強
い
住
宅
に
対
す
る
融
資
利
率
を

一
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

下
げ
る
な
ど
雪
に
強
い
住
宅
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

0

.
黒
部
峡
谷
の
整
備

・
萱
山
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

-
全
県
域
下
水
道
化
構
想
の
策
定

1~:.，る• ....._:..-....ü.r.:‘ Z昌 弘 ウ~二主醤包唾詔

4 
総合交通体系の

整備

522億3，100万円

新
時
代
を
迎
え
る
空
の
玄
関

富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
七
月
か
ら
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
搭
乗
待
合
室、

出
発
ロ

ビ
l
を
拡
張
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
見
込
ま
れ
る
利

用
客
の
増
大
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
新
規
路

線
の
需
要
予
測
調
査
や
コ
ミ
ュ

l
タ
l
航
空
の
名
古
屋

便
開
設
の
促
進
な
ど
空
の
交
通
の
層
の
充
実
を
図
り

入
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
標
高
差
の
あ
る
常
願
寺
川
と
圧
川

の
河
川
沿
い
の
合
わ
せ
て
十
ヵ
所
で
、
雨
水
、

雪
、
湖

沼
、
土
壌
の
酸
性
度
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
ま
た
、
林
業

試
験
場
で
も
森
林
被
害
の
観
点
か
ら
酸
性
雨
調
査
、
森

林
健
全
度
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
都
市
公
園
の
再
整
備

.
防
災
行
政
無
線
の
整
備

.
巨
木

・
名
木
・
屋
敷
林
の
保
全

-
立
山
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
植
樹

.
新
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

-
全
県
域
公
園
化
構
想
の
策
定

魅力ある地域
づくり

364億8，400万円

日
本
海
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
構
想

海
王
丸
の
本
係
留
地
と
な
る
富
山
新
港
西
埋
立
地
を、

日
本
海
文
化
と
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の

一
大
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
「
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」構
想
を
進
め
ま
す
。

海
王
丸
と
観
光
旅
客
船
を
係
留
す
る
停
泊
地
を
中
心

に
、
日
本
海
側
初
の
海
洋
博
物
館
、
青
少
年
の
海
洋
研

修
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
ホ

l
ル
な
ど
を
建
設
。
イ
ベ
ン

ト
緑
地
広
場
や
各
種
ス
ポ
l
，ツ

、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど

も
取
り
入
れ
、
臨
海
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

博
覧
会
計
画
の
推
進

博
覧
会
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
博
覧
会
協
会
を
発
足

き
せ
、
本
格
的
な
準
備
に
着
手
し
ま
す
。
通
産
省
の
ジ

ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
第

一
号
と
し
て
、
平
成
四
年
小
杉
町

ま
す
。

交
通
安
全
対
策

昨
年
は
交
通
事
故
死
亡
者
が
百

二
十
五
人
と
二
年

続
け
て
百
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
年
々
交
通
事
故
死
亡

者
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
い
や
す
い

お
年
寄
り
に
交
通
安
全
意
識
の
普
及
を
図
る
交
通
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
千
二
百
人
あ
ま
り
委
嘱
す
る
他
、
自
転
車

の
前
後
と
ペ
ダ
ル
の
一ニ

ヵ
所
に
反
射
材
の
取
り
付
け
を

呼
び
掛
け
る
自
転
車
三
ピ
カ
運
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の

他
、
県
内
出
身
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
交
通
安
全
の
呼
び
掛

け
や
交
通
安
全
意
識
調
査
、
交
通
事
故
分
析
研
究
班
を

設
け
る
な
ど
の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

-
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

-
東
海
北
陸
自
動
車
道、

能
越
自
動
車
道
の
建
設
促
進

.
伏
木
外
港
の
建
設
促
進

6億5，500万円

国際化時代の
対応

多
彩
な
交
流
事
業

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
と
の
友
好
提
携
五
周
年

を
記
念
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
コ

l
チ
の
招
へ
い
な
ど
の
各

種
記
念
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
設
立
三
十
周
年
を
迎

え
る
ブ
ラ
ジ
ル
富
山
県
人
会
の
記
念
行
事

へ
参
加
す
る

た
め
、
南
米
訪
問
団
を
派
遣
し
ま
す
。

-
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の
友
好
提
携
の
推
進

.
中
国
連
寧
省
と
の
友
好
交
流
の
推
進

-
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
強
化

の
太
閤
山
ラ

ン
ド
で
開
催
し
、
全
国
の

モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
県
民
総
参
加
型
の
博
覧
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
な

お
、
事
業
規
模
は
五
十
億
円
で
、
入
場
者
数
は
百
五
十

万
人
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

夜
間
都
市
景
観
の
向
上

「富
山
の
ま
ち
は
暗
い

」
と
い
う
か
汚
名
。
を
返
上
す

る
た
め
、
夜
間
照
明
対
策
と
し
て

「
と
や
ま
光
の
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
」
事
業
を
創
設
し
ま
す
。
太
凶
山
ラ

ン
ド
や

海
王
丸
係
留
地
の
富
山
新
港
、
富
山
、
高
岡
市
街
地
な

ど
の
拠
点
地
と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
富
山
空
港
な

ど
交
通
の
要
所
を
結
ぶ
幹
線
道
路
沿
い
に
さ
ま
ざ
ま
な

照
明
灯
を
増
設
し
、
沿
線
の
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
建
物
を

照
ら
し
出
す
な
ど
、
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て

い
き
ま
す
。

-
二
十
一
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

.
二
十
一

世
紀
海
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

-
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

(継
続
八
地
区
、
新
規

四
地
区
)

・
と
や
ま
・

ふ
く
お
か
家
族
旅
行
村
の
整
備

・
海
王
丸
の

一
般
公
開

・
除
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

-
新
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
の
策
定
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技術立県を
めざして

17億5，700万円

頭
脳
立
地
計
画
の
振
興

情
報
関
連
産
業
な
ど
の
特
定
事
業
の
人
材
育
成
や
経

営

・
技
術
交
流
な
ど
を
行
う
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
が

今
年
夏
に
着
工
す
る
ほ
か
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や
自
然

科
学
研
究
所
、
デ
ザ
イ
ン
業
な
ど
の
中
核
的
業
務
団
地

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ

l
ク
も
七
月
に
着
工
し
ま
す
。
ま

た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
促
進

す
る
た
め
、
頭
脳
産
業
立
地
奨
励
金
制
度
を
設
け
、
企

業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

バ
イ
オ
に
取
組
み

県
で
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
応
用
技
術
研
究

を
進
め
る
た
め
富
山
県
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
開
学
し
た
県
立
大
学
に
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
を
設
け
、
よ
り

一
層
の
研

究
を
促
進
す
る
ほ
か
、
食
品
研
究
所
に
先
端
技
術
試
験

棟
を
建
設
し
、
細
胞
の
融
合
や
組
み
換
え

D
N
A
に
よ

る
新
製
品
・
新
素
材
の
開
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
科
学
技
術
プ
ラ
ン
の
策
定

-
情
報
工
房
開
設
の
調
査

・
頭
脳
立
地
と
や
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
叩
の
開
催

4 
第3次産業の

振興

19億900万円

い
つ
も
に
ぎ
や
か
な
街
に

い
つ
も
人
が
集
ま
る
に
ぎ
や
か
な
商
庖
街
に
す
る
た

め
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
や
教
養
文
化
施
設
の
整
備
に
助
成

す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
」を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
上
市
町
西
中
町
、
高
岡
市
末
広
町
、
御
旅

屋
通
り
で
事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
で
も
ウ
イ

ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
商
庖
街
に
す
る
た

め
に
、
透
明
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
対
象
経
費
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以

内
を
補
助
す
る
も
の
で
、
今
年
は
五
十
五
庖
舗
を
対
象

に
行
い
ま
す
。

-
商
庖
街
独
自
の
個
性
確
立
の
た
め
の
企
画
に
対
す
る
助
成

.
宇
奈
月
国
際
会
館
の
建
設
支
援

・
遼
寧
省
投
資
Q
&
A
(
仮
称
)
の
制
作

。
組
織
機
構

・
博
覧
会
推
進
局
の
設
置

・
臨
海
公
園
建
設
班
の
設
置

.
植
物
公
園
建
設
班
の
設
置

・
ほ
場
整
備
課
の
農
村
整
備
課
へ
の
改
称

.
職
員
定
数

知
事
部
局
は
県
立
大
学
の
開
学
に
伴
い
教
員
三
十
七

農林水産業の
振興

日
本
一
う
ま
い
富
山
米
ブ
ラ
ン
ド
確
立

富
山
の
米
が
い
く
ら
う
ま
い
と
宣
伝
し
て
も
、
そ
れ

が
本
当
に
う
ま
い
の
か
、
他
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
は
客
観
的
に
比
べ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
農
業
試
験
場

と
食
品
研
究
所
に
味
覚
分
析
の
最
新
機
器
を
購
入
し
、

タ
ン
パ
ク
質
な
ど
米
の
成
分
と
食
味
と

の
関
連
、
硬
さ

な
ど
米
の
物
理
的
な
性
質
と
食
味
と
の
関
連
を
調
査
す

る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
米
の
昧
に
よ
る
価
格
形
成

の
時
代
に
備
え
て
総
合
的
な
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す

0

・
富
山
米
の
新
品
種
の
命
名
、
デ
ザ
イ
ン
開
発
に
対
す
る
助
成

-
と
や
ま
漁
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
設
立

-
「
と
や
ま
肉
牛
」
の
繁
殖
基
盤
の
拡
大
に
対
す
る
助
成

.
農
業
者
の
教
育
の
推
進
に
対
す
る
助
成

-
農
地
借
り
入
れ
に
対
す
る
助
成

-
土
づ
く
り
に
必
要
な
機
械
設
備
の
整
備
に
対
す
る
助
成

.
食
肉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成

先
端
産
業
等
起
業
者
育
成
資
金

工業の振興定

A

安
戸、u
Tら用雇

522億600万円

「
富
山
へ
帰

っ
て
社
長
に
な
ろ
う
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
頭
脳
産
業
や
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
関
す
る
事
業
の

企
業
化
や
新
展
開
を
企
画
し
て
い
る
人
に
立
上
り
資
金

(
融
資
限
度
額
三
千
万
円
)
を
融
資
し
、
企
業
者
の
発
掘

と
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
策
定

昭
和
五
十
九
年
に
指
定
を
受
け
た
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
計
画
は
平
成
二
年
が
目
標
年
次
で
あ
る
た
め
、
平
成

三
年
以
降
の
新
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
こ
の
他
、
八
尾
中
核
工
業
団
地
、
小
杉
流
通
団
地
の

不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
地
選
定
な
ど
の
基

本
計
画
に
着
手
し
ま
す
。

・
富
山
県
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
へ
の
助
成

-
富
山
県
文
化
・
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
計
画
の
策
定

.
デ
ザ
イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
叩

i
n
富
山
の
開
催

-
と
や
ま
の
薬
三

O
O年
記
念
事
業
に
対
す
る
助
成

.
人
材
不
足
対
策
緊
急
資
金
制
度
の
創
設

10 

318億2，200万円28億1，900万円

U
タ
ー
ン
を
推
進

近
年
の
景
気
の
拡
大
を
反
映
し
て
、
求
人
が
増
加
し

人
手
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、
人

材
確
保
対
策
本
部
を
中
心
と
し
て
情
報
提
供
機
能
を
強

化
し
、

U
タ
l
ン
の
促
進
に
努
め
る

一
方、

「
人
材
立

県
」
推
進
の
た
め
ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
リ
ソ
ー
ス
研
究
会
を

設
け
、
調
査

・
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

-
魚
津
パ

l
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
の
設
置

-
職
業
能
力
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

人
を
増
員
。
そ
の
他
事
務
職
員
は
据
え
置
き
。
教
職
員

は
十
人
増
員
。

。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
富
山
県
の
自
然
、
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
写
真
集
の

発
行

・
第
六
回
世
界
テ
レ
ビ
映
像
祭
開
催
に
対
す
る
助
成

.
「
富
山
県
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
」
の
全
国
へ
の
発
信
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-.安弘ー」高齢社会対策室

人坐80年時代~ろイ7~アサ汚:"f
県民 :人t)'~i ，今湾~i~3'~tマす

レポーター:小川史子さん(富山市)

明
}
い
長
寿
社

の
.
7
1
マ

ヨミ

一
小
川
・
現
在
、
人
口
の
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん

一

一
進
ん
で
い
ま
す
が
、
県
で
は
ど
の
よ
う
な
対

一

一
策
を
た
て
て
い
ま
す
か
。

ー
ー
ー

「美
し
く
、
い

き
い
き
と
、
長
生
き
人
生

を
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に、

総
合
的
な
指
針
と
し
て
、
。
L
L
ω
プ

ラ
ン
。

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

①
す
こ
や
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
②

能
力
に
応
じ
て
は
た
ら
き
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
、
③
便
利
で
や
さ
し
く
、
安
全
な
す
ま
い
が

確
保
さ
れ
る
社
会
、
④
い
き
い
き
と
心
豊
か
で

い
き
が
い
の
も
て
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
o

v

…
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未才国全

人口構造の変化

全国:厚生省人口問題研究所

推計(昭和61年)

1990 1995 

(%) 

25可 23.5

流

杉

老

木

l'H材

生
ま
れ
変
わ
け
ま
す

一
小
川
・
流
杉
老
人
ホ
l
ム
を
改
築
し
て

い
る

一

一
そ
う
で
す
ね

。

一

ー
ー
は
い
。
大
部
屋
で
老
朽
化
し
た
現
在
の
建

物
に
代
わ
っ
て
、
個
室
を
五
十
室
設
け
る
な
ど
、

明
る
く
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
痴
呆
性
老
人
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
(
短
期
入
所
)
に
対
応
し
や
す
い
よ
う
、
専

用
の
部
屋
も
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
八
月

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

シルバ
ー
ろ
イ
7
fT

応
援
!
ま
す

小
川
・
民
間
と
協
力
し
て
、
い
き
い
き
長
寿

財
団
を
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

|
|
。
い
き
い
き
長
寿
財
団
。
は
、
昨

年
の
七
月
に
設
立
さ
れ
、
情
報
誌
の

発
行
、
長
寿
社
会
を
考
え
る
つ
ど
い
、

長
寿
大
学
の
開
催
な
ど
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
十
月
の
。
健

康
と
長
寿
の
祭
典
。
で
は
、
高
齢
者

の
主
張
発
表
や
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
全

国
健
康
福
祉
祭
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
な
ど
の
選
手
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
個
人

デ
イ
・
サ

l
Cスセ、

d
今

y
l

z大
い
に
活
用
!
マ

下
7
u

一
小
川
・
介
護
の
必
要
な
お
年
寄
は

一

一
県
内
に
ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ

し
ゃ

一

一
い
ま
す
か
。

|
|
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
は
、
昭

和
六
十
三
年
十
月

一
日
現
在
で
、

二
、

二

四
名
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
は
、
六
、

一

七
四
名
で
す
。
寝
た
き
り
老
人
の
た
め
に
、
デ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
送
迎

パ
ス
に
よ
り
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

一
つ
の
施

設
に

一
日
十
五
名
|
|
一
人
あ
た
り
週
に

一
回

程
度
の
割
合
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

①健康な方のために
生涯の健康づくり、総合的な保健対策
いきいき社会参加の促進

①介護の必要な方のために
福祉施設の拡充
在宅生活への援助システムの拡大

かけ足でやってくる高齢化社会対策に
取り組んでいます。

14 

2000 ， 1985 
0 
1980 

会
員
、
法
人
会
員
を
募
集
し
、
魅
力
の
あ
る
事

業
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

15 

小
川
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て

い
る
我
が
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
寝
た
き
り

老
人
の
世
話
を
し
て
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
心
豊
か
に
過
ご
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。



マ
イ
ペ
ー
ス
の
活
動
で
新
し
い
伝
統
を

「
平
家
太
鼓
」

ふるさと
みてある

平村の概要
人 口 1，701人(2月1日現在、県人口統計調査より )

面積 93.10km' 

相倉合掌集落、村上家、流刑小屋など見どこ ろが多

い。古くから良質の五箇和紙を生産しており、今も和

紙工芸研究館などで伝統の火をともし続けている。

また、山村文化を幅広く考察する「五箇山山村研究

センター」はハイレベルな活動で注目さ れている。

、1)色

ホす

平
村
は
人
口
千
七
百
人
余
り
、
平
家
落
人
の
里
と
し

て
有
名
だ
。
ま
た
、
「
こ
き
り
こ
」
「
麦
屋
節
」
の
本
場

で
も
あ
り
、
民
謡
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
か
平
家
々
と
。
民
謡
。
と
い
う
古
い
文
化
が
あ

い
ま
っ
て
、
新
し
い
文
化
「
平
家
太
鼓
」
が
で
き
あ
が

っ
た
。
昨
年
、
八
月
の
村
制
百
周
年
記
念
式
典
で
初
め

て
披
露
。
平
家
の
紋
所
あ
げ
は
の
蝶
を
ち
り
ば
め
た
派

時
は
必
ず
声
が
か
か
る
と
い
う
山
本
さ
ん
。
毎
年
十
頭

ぐ
ら
い
の
熊
を
撃
つ
と
か
。

「
初
心
者
の
人
が
熊
に
追
い
か
け
ら
れ
、
鉄
砲
を
棄
て

て
逃
げ
て
き
た

の
を
見
た
け
ど
、
煙
草
の
火
も
付
け
れ

ん
ほ
ど
震
え
と

っ
た
ね
。
射
場
で
撃
つ
の
と
実
際
の
狩

り
と
は
違
う
か
ら
U

射
場
は
も
ち
ろ
ん
、
京
都
ま
で
猪

狩
り
に
行
っ
た
り
、
鴨
を
撃

っ
た
り
、
全
国
を
渡
り
歩

く
山
本
さ
ん
は
実
戦
経
験
十
分
。

(
や
り
方
次
第
で
ゴ
ル
フ
よ
り
高
つ
く
と
言
う
の
も
わ

か
る
気
が
す
る
。)

残
念
な
が
ら
実
際
の
銃
は
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
仕
事
部
屋
で
ふ
と
目
に
入
っ
た
の
が
、
ラ
イ

フ
ル
の
英
文
パ
ン
フ
。
聞
く
と
次
に
購
入
予
定
の
ラ
イ

フ
ル
だ
そ
う
で
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
で
使
っ
て
い
る
た
め
、

つ
い
最
近
ま
で
は
輸
出
禁
止
だ
っ
た
と
か
。

「
警
察
の
厄
介
に
な

っ
た
人
は
猟
銃
の
免
許
を
も
ら
え

ん
か
ら
、
免
許
を
持

っ
て
る
人
は
信
用
の
あ
る
人
ば

っ

か
り
だ
よ
U

と
言
っ

て
笑
う
山
本
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

安
全
に
猟
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

手
な
衣
装
で
評
判
に
な
っ
た
。

「
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
何
回
も
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
け

ど
、
名
前
が
独
り
歩
き
し
と
る
感
じ
だ
ね
。

村
外
で
は

つ
い
最
近
高
岡
で
や

っ
た

の
が
初
め
て
だ
か
ら
U

と
話

す
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
新
谷
大
昌
さ
ん
。
新
谷
さ
ん
は

以
前
福
光
も
ち
つ
き
太
鼓
保
存
会
に
入
っ
て
い
た
と
い

う
自
他
と
も
に
認
め
る
大
の
音
楽
好
き
。

「
平
家
太
鼓
に
は
麦
屋
・
こ
き
り
こ
の

一
節
を
演
じ
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
太
鼓
ら
し
い
麦
屋
・

こ
き
り
こ
に
な
る
に
は
時
聞
が
か
か
り
ま
し
た
ね
。
ま

た
、
民
謡
と
は
違

っ
て
動
き
も
必
要
だ
か
ら
な
お
さ
ら

難
し

い
ん
で
す
よ
U

平
家
太
鼓
の
場
合
は
他
に
比
べ
、
ま

だ
動
き
が
少
な
い
そ
う
で
、
今
後
動
き
の
あ
る
新
し
い

曲
を
作

っ
て
み
た
い
と
か
。

「
プ
ロ
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス

し
て
や
っ
て
い
き
た

い
ね
。
あ
ま
り
厳
し

く
す
る
と
、
参
加
す

A平家太鼓 新谷大畠さん

サ塑
サ晶
ラ2
作五
り宗

月干
'じ

富
山
県
、
平
村
を
知
ら
な
い
で
も
、
「
こ
き
り
こ
」
は

知
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
有
名
な
こ
き
り
こ
節
。
踊
り

に
使
わ
れ
る
サ
サ
ラ
は
百
八
枚
の
木
片
を
編
ん
だ
も
の

で
、
民
芸
品
と
し
て
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。

現
在
サ
サ
ラ
を
作
る
人
は
、
平
村
で
も
数
人
。
十
七

年
前
、
東
京
か
ら

U
タ
ー
ン
し
て
き
た
大
瀬
園
隆
さ
ん

も
そ
の

一
人
だ
。
「
ち
ょ
う
ど
私
が
戻
っ
て
き
た
時
は
U

タ
l
ン
ブ

l
ム
で
、
こ
の
上
梨
に
も
同
じ
頃
戻
っ
て
き

た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
U

東
京
で
は
、
主
に
弦
楽
器

の
修
理
を
し
て
い
た
と
言
う
大
瀬
さ
ん
。
今
は
サ
サ
ラ

作
り
の
他
に
バ
イ
オ
リ
ン
の
弓
も
作
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

る
人
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
駄
目
。
た
だ
で
さ
え
人

聞
が
少
な
い
ん
だ
か
ら
U

メ
ン
バ

ー
は
約
二
十
人
。
二

十
代
か
ら
三
十
代
の
若
い
人
ば
か
り
だ
。

で
き
あ
が
っ
て
ま
だ
数
ヵ
月
、
こ
れ
か
ら
が
勝
負
の

平
家
太
鼓
。
マ
イ
ペ
ー
ス
の
活
動
で
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

平
村
の

貴
重
な
ハ
ン
タ
ー

「
昔
は
部
落
総
出
の
う
さ
ぎ
狩
り
が
あ
っ
て
、
子
供
も

追
い
立
て
役
で
出
た
も
ん
だ
。
子
供
に
し
た
ら
狩
り
も

楽
し
い
遊
び
の
一
つ
や
っ
た
ね
。
そ
う
や
っ
て
小
さ
い

時
か
ら
山
の
中
走
り
回
っ
と
る
う
ち
に
好
き
に
な
っ
た

ん
や
わ
U

と
話
す
山
本
利
男
さ
ん
。
今
で
は
数
少
な
く

な
っ
た
貴
重
な
ハ
ン
タ
ー
だ
。

か
つ
て
平
村
に

三
十
人
い
た
ハ
ン
タ
ー
も
現
在
は

六
人
。

「最
近
の
若
い
人
は
全
然
や
ら
ん
か
ら
、
こ
の
辺

り
の
狸
と
か
は
増
え
る

一
方
だ
ね
U

有
害
鳥
獣
駆
除
の
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A山本利男さんが撃った熊

「
踊
り
に
使
う
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
い
飾
り
用
の
も

の
、
棒
サ
サ
ラ
な
ど
を
含
め
て
、
年
に
五
l
六
千
ぐ
ら

い
作
る
ね
。
学
校
と
か
民
謡
の
会
に
売
る
以
外
は
観
光

土
産
品
だ
わ
U

小
さ
な
も
の
な
ら
六
十
個
、
大
き
い
も

の
な
ら
二
十
個
は
、

一
日
で
作
れ
る
と
の
こ
と
。

「
昔
は
ほ
と
ん
ど
全
工
程
自
分
で
や
っ

と
っ
た
も
ん
だ

け
ど
ね
。
木
を
切

っ
て
き
て
、
乾
燥
さ
せ
、

小
さ
く
切

る
。
今
で
は
全
部
他
で
や

っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
こ
で
は

編
む
だ
け
U

と
大
瀬
さ
ん
は
言
う
が
、
編
む
の
も
と
て

も
難
し
そ
う
だ
。
ゆ
る
く
て
も
、
き

つ
く
て
も
駄
目
、

さ
ら
に
、

一
本
の
中
で
も
き
つ
く
編
む
所
と
ゆ
る
く
編

む
所
が
あ
る
ら
し
い
。
な
か
な
か

一
朝

一
夕
で
は
で
き

る
も
の
で
な
い
。

古
く
大
化
の
改
新
の
頃
か
ら
、
現
形
の
ま
ま
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
言
う
サ
サ
ラ
。
豊
穣
を
祈
る
素
朴
な
踊
り

「
こ
き
り
こ
」
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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企ササラを作る大瀬園隆さん



A昭和33年夏、魚津高校はホしんきろう旋風砂を巻き起こした。

(写真は当時の北日本新聞)
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し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
7
日
に
は
、
プ

ロ

野
球
も
開
幕
。
野
球
が
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
に
な

っ
た

と
い
わ
れ
る
今
、

ひ
い
き
チ

l
ム
あ
る
い
は
地
元
チ

ー
ム
の
勝
敗
に
一
喜
一
憂
す
る
と
い
う
お
も
し
ろ
い

人
間
ド
ラ
マ
の
見
れ
る
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
も
あ

り
ま
す
。

富
山
県
三
目
同
校
野
球

富
山
県
の
高
校
野
球
と
い
え
ば
、

高
岡
商
業
、
富
山

商
業
の
二
校
が
お
互
い
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
夏
の
甲
子
園
の
出
場
回
数
を
例
に
と
っ
て

み
る
と
、
高
岡
商
業
が
十
二
回
、
富
山
商
業
が
七
回

と

一
位、

二
位
を
競
っ
て
い
ま
す
o

-

こ
こ
で
、
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

ま
ず
最
初
に
甲
子
園
に
出
場
じ
た
の
が
昭
和
十
二
年

の
高
岡
商
業
。
こ
の
時
は
、

一冗
巨
人
の
監
督
川
上
哲

治
的

エ
l
ス
だ
っ
た
熊
本
工
業
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
。

一
方
の
富
山
商
業
は
三
年
後
の
昭
和
十
五
年
に

悲
願
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
初
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

な
お
、
甲
子
園
初
勝
利
を
つ
か
ん
だ
の
は
昭
和
二
十

二
年
の
高
岡
商
業
で
、
県
内
チ

l
ム
出
場
四
回
目
の

で
き
ご
と
で
す
。

富
山
県
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手

石
川
県
出
身
な
が
ら
両
親
が
富
山
県
出
身
で
あ
り
、

プ
ロ
野
球
名
鑑
な
ど
で
「
富
山
」
出
身
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
阪
神
の
金
森
永
時
外
野
手
。
P
L
学
園
|

早
稲
出
大
学
|
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
|
西
武
と
進
み
、

そ
の
野
球
生
活
で
は
全
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
。
デ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
受
け
、
「
ぎ
や
お

l
」
と
か
「
う
ひ
や

l
」

な
ど
の
奇
声
を
あ
げ
た
り
、
フ
ェ
ン
ス
を
よ
じ
の
ぼ

る
闘
志
あ
ふ
れ
る
プ
レ

l
で
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

反
対
に
富
山
県
出
身
で
あ
り
な
が
ら
石
川
県
と
ゆ
か

り
の
深
い
の
が
ダ
イ
エ
ー
の
湯
上
谷
宏
内
野
手
。
星

稜
高
校
時
代
に
は
甲
子
園
に
四
度
出
場
。五
十
九
年
の

選
抜
大
会
で
は
「
N
O
-
-
遊
撃
手
」
と
し
て
注
目

を
集
め
プ
ロ
入
り
し
、
軽
快
で
小
気
味
の
い
い
プ
レ

ー
を
身
上
と
し
て
い
ま
す
。
黒
部
市
出
身
。

と
こ
ろ
で
、
富
山
県
か
ら
の
プ
ロ
入
り
第

一
号
と

い
う
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
阪
神
入
り
し
た
高
岡

中
学
校
の
河
文
雄
投
手
で
す
が
、
プ
ロ
で
は
二
十
六

年
に
広
島
か
ら
勝
ち
星
を
挙
げ
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
い

ま
す
。高

岡
地
区
で
は
、
高
岡
商
業
が
伝
統
校
と
し
て
野

球
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
黄
金
バ

ッ
テ

リ
ー
と
し
て
評
判
に
な

っ
た
の
が
、
昭
和
四
十
二
年
1

四
十
三
年
の
前
田
四
郎
|
土
肥
健
一
一
。
土
肥
は
ロ

ッ

テ
入
り
し
て
か
ら
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

近
年
は
、
あ
の
三
冠
王
の
落
合
が
そ
の
バ

ッ
テ
ィ
ン

グ
を
参
考
に
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

そ
の
他
、
県
西
部
で
は
、
河
原
政
明
投
手
(
高
岡

日
大
|
大
洋
四
十
七
年
)
兄
弟
の
森
宝
夫
投
手
、

こ
の
両
商
業
の
他
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
じ

わ
じ
わ
と
力
を
つ
け
甲
子
園
に
行

っ
た
の
が
滑
川
、

魚
津
の
新
川
勢。

滑
川
は
昭
和
三
十

一
年
の
春
、
夏

の
大
会
に
連
続
出
場
。

一
方
魚
津
は
昭
和
三
十
三
年

夏
の
大
会
で
浪
華
商
業
、
明
治
、
桐
生
と
い
う
強
豪

を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
破
り
、

。
し
ん
き
ろ
う
旋
風
。
を
巻
き

起
こ
し
ま
し
た
。
延
長
十
八
回
0

0

の
徳
島
商
業

板
東
投
手
と
魚
津
村
椿
投
手
と
の
投
げ
あ
い
は
今
も

球
史
に
残
る
名
勝
負
で
す
。

こ
の
後
は
、
高
岡
、
富
山
両
商
業
が
数
多
く
出
場

し
て
い
ま
す
。
中
で
は
、

三
十
八
年
夏
の
大
会
で
の

本
格
派
丸
山
投
手
を
擁
す
る
富
山
商
業
と
豪
速
球
投

手
池
永
正
明
の
下
関
商
業
と
の
試
合
、
四
十
三
年
夏

の
大
会
で
の
優
勝
候
補
、
津
久
見
と
高
岡
商
業
と
の

試
合
が
名
勝
負
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
で
は
、
氷
見
、
富
山
北
部
、
桜
井
、
石
動

高
岡
第
一

な
ど
が
出
場
し
、
真
剣
な
プ
レ

l
で
、
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
の
聞
に
優
勝

候
補
を
倒
し
、
そ
の
き
わ
や
か
さ
で
観
客
を
魅
了
し
、

。
ミ
ラ
ク
ル
新
湊
。と
し
て
全
国
の
話
題
を
集
め
た
新

湊
が
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
、

昭
和
六
十

一
年
春
の
こ
と
。
県
勢
と
し
て
は
初
め
て

の
ベ
ス
ト
4
進
出
で
し
た
。
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森
隆
峰
捕
手

(
と
も
に
高
岡
第

一ーー
西
武
五
十
五

年
)
な
ど
が
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
プ
ロ
在
籍
期
間

は
長
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
、

巨
人
に
行
く
選
手
が
多
く
、
砺
波
か
ら
は
岡
田
稔
内

野
手
(
三
十
一
年
)、
氷
見
か
ら
は
扇
原
修
投
手
(
四

十
六
年
)
、
新
湊
か
ら
は
魚
満
芳
捕
手
(
四
十
六
年
)

な
ど
が
い
ま
す
。
新
湊
に
は
三
十
八
年
大
洋
へ
入

っ

た
古
井
紘
司
投
手
も
い
ま
す
。

県
東
部
で
は
五
十

一
年
パ
・
リ
l
グ
の
首
位
打
者

に
な
っ
た
太
平
洋
ク
ラ
ブ
の
吉
岡
悟
内
野
手
(
富
山

商
業
)
が
有
名
で
す
。
当
時
の
南
海
ホ

l
ク
ス
・
門

田
、
阪
急
プ
レ

l
ブ
ス
・
加
藤
ら
の
強
打
者
を
抑
え

て
首
位
打
者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
戦
前
で
は
、
魚
津
か
ら
石
黒
誠
作
投
手

五
島
道
信
外
野
手
が
近
鉄
へ
、
戦
後
で
は
、
越
野
通

晃
投
手

(
富
山
商
業
近
鉄

三
十
年
)
、
石
坂
善
七

内
野
手
(
富
山
南
|
巨
人

三
十
年
)
、
牧
田
高
明
外

野

手

(
富
山
商
業
!
阪
急

三
十
五
年
)
、
丸
山
隆
男

投
手
(
富
山
商
業
l
巨
人

三
十
九
年
)
、
藤
田
賢
治

投
手

(
富
山
北
部
|
大
洋
四
十
四
年
)
な
ど
が
い

ま
す
。
ま
た
、
し
ん
き
ろ
う
旋
風
の
主
役
、
徳
島
商

業
の
板
東
英
二
と
投
げ
あ

っ
た
村
椿
輝
雄
投
手
は
近

鉄
と
阪
神
か
ら
の
誘
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、

プ

ロ
に

は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
で
は
、

一
昨
年
、
高
岡
商
業
か
ら
大
洋
入
り

し、

一
軍
で
活
躍
中
の
進
藤
達
哉
内
野
手
や
入
善
高

校
の
長
谷
川
尚
生
投
手
な
ど
が
い
ま
す
。
(
長
谷
川
は

す
で
に
引
退
)
ま
た
、
今
年
は
、
富
山
商
業
の
浅
井

樹
外
野
手
が
広
島
へ
、
高
岡
第

一
の
吉
田
浩
外
野
手

が
阪
神
へ
、
瀬
島
了
投
手
が
日
本
ハ
ム
へ
そ
れ
ぞ
れ

入
団
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。
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体験川、私t~~~県政

五月から県政パス教室が始まります。

今年は昨年のコースに加え、最近特に関心が

高まっている「国際交流」と「暮らしと資源を考えるコースJ

の二つをプラス。より一層の充実を図りました。

今、動いている県政を実際に自分の目で見、体験して、

気づいたこと、感想などをどんどんお寄せ下さい。

皆さんの率直な意見を県の施策に反映させてL、きますL

なお、おひとりでも、グループや団体でも参加できます。

夏休みには親子で体験学習もできますよ。

-
応
募
は
、

往
復
は
が
き
で

(個人・グループ)

(氏
名
)
殿

口
-
氏
名

・
住
所

・

中

A
E』
Y
L

-
コ
ー
ス
及
び
運
行
日

第
l
希
望

第
2
希
望

(人
数
)

住

所

体)

口(
氏

名

殿

-
団
体
名

・
代
表
者

氏
名
・住
所
・
T
E
L

・
参
加
人
数

-
コ
l
ス
及
び
運
行
日

第
l
希
望

第
2
希
望

(団

住

所

※
交
通
安
全
こ
と
よ
き
コ

ー
ス
は
、
概
ね
六
十
歳
以

上
の
方
、
親
子
パ
ス
は
、

小
学
校
四
i
六
年
生
の
親

子
が
対
象
で
す
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、

入
館
料
等
の
実
費
は
参
加

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

富 山地区
(富山市、上新川郡、婦負郡にお住まいの方)

パス コース 運行日 見学コース

県立大学(昼~食肉、用ミ牛二改ス良ポt曽ー殖ツセセンミタナ-ーE)の夢牧庁場~総合生体育セ
A X，%% % ンター ~県~消費 活セン

ター

情報教育センター(パソコン実習))~(勝興寺宝物楽館%堂のみ万

日 %~イ; i(s% 葉歴史館(予定))-海王丸(昼食~県庁~富山能

林業t王者f，jセンターE食木)材試ヴ験場~ウッドリ ム(木工、矢実E習)-砺

C %%%%  波青街少年の家(昼 ~ オイスミユージアム-IJ 部メルヘ

ンの

D 
%%i(s% 

農志能業功教妓記室念術)-セ館ン「(愛頼タ成染一苑の野」森菜~(花福%野菖き蒲試聡験業ま場能つ~力り開)臼%発中のセダみムン福タ(野建菊設(昼現ま場食つ)、り~県)棟民方妓
% 

%%丸i% やまとの対E食話)館 ・和紙工芸研究館・平村郷土館~岩瀬家~さ

E 
% 

さら館(昼 )-上平電源館~境川|ダム(建設現場)

%%~% (~高薬速用)-物不動指堂遺跡~百河豚美術館~黒部青少年の家(昼食)

F 
%%  

値 導センター~立山ひょうたん(絵付実習)

% 小か矢動ら部史寺跡メのルヘ森ガン(小のガ矢街ー部デ(車市ン窓)ふよるりさ(見山と学道自)徒~然歩瞳公1笠園時護(昼間国3食0八)分幡~あ宮倶り利ーま伽くす鰭り) 

森 不 一エレ

% 然民(山俗公道資園徒料(大歩館山1 時間30分あります)
一林 有峰タ記念館~有峰ふるさと史自 町)(昼食)-有峰ビ

(定員30名) ジ ーセンター~大山町歴

浴
導(高セ速ン)-百河豚美術館~黒部青(見少学年ののみ家)(昼食)-薬用値物情

(援の場合)
ター~立山ひょうたん

ふ2L1 福祉
視館覚)(際害者ポ信ジ祉センター~富山県ポランティア大会(昼食)ム(県(民会

% シン )ウ~ム総参合加体)-特別養護老人ホーム流杉老人ホー ボラ
ンティア体験 育センター(軽体操、レクリエション)

般 77- 新タ港臨海工業究(高用所岡地(昼文~食化富)ホ山~ー新高ル港岡)展地望台~海王丸~工業妓術セン
% 一中央展研 域地場産業センター~富山県

デザイン -(テクノロード)-県立大学

キ主卜特産
桜井八ム~農業技術センター果樹試言付験実場習(昼)食)-公社営栽tg

予言 % 漁業センター~立山ひょうたん(総

ぶときこ通安全父
会交通安全端i泉専寺物館~エレガガーデン(昼食)-井波彫刻伝統産業

%%  館-liIö~~-(高速)

めぐりy名jく % 
公誕園生寺(昼の食誕)庄生川水町(大水門資町料)館~~瓜宮裂島清峡水((小圧矢川部町市)~)庄川町水記念

イ文じ x， 富文(高化山岡ホ能市ー楽)-ル堂高~~瑞岡近市縫代寺美美術~術館八館丁(~昼道浬食蔵)-文(徒化歩財)セ~ン街タ並み~景桜観谷~古高演岡

考える源資を事とt 
富山然市浜黒崎浄化センター~海王丸~いこいの村富山(昼食)

% ~自 静物園センターねいの里(自然体験学習)-富山地区広

域圏クリーンセンター

% (議52)
※9:00出発

睦清国主

海王丸~工レガガーデン(~昼端食泉)-福光焼福光陶園(総付実習)
~井波彫刻伝統産業会館 寺~八日町通り

% ※9:00出発

(諸島署)
近代美術館~立山(絵山付麓実家習族)旅行村(r花きりJ昼食)-称名，竜~
立山ひょうたん

親子き事いい、ー

ウッド リーム(木工実習)-太閤山ランド(昼食)-海王丸~受

%%%  通安全博物館

親 ふれあい水のと 常警1l | l| | K1 

大(昼山食町)福沢浄化センター~富山市流杉浄水場~常願寺川公園
~水生生物調査(常願寺川高速道路付近)-マリモ(立

山町広明宅

子
2リ主空健康

事4 富食タ来日山)ー4保((5オ健健出康ソ所発エ・体(施ン力設テチ慨ーェ妻ソッ、ンク業グ)務、説ゴ明ン)ドーラ立ソ山フ山ト麓)家~族健旅康熔行村進セ(昼ン

ふ2福祉 視覚障害者福祉セ)ーン~タム健ー「康敬~t寿曽総進苑合Jセ体(ボン育タラセーンンテ(健タ，ー(昼食)(軽体操・
号t レクリエーション 康・体力チ工 ツク)

~特別養護老人ホ 敬寿苑J(ボ ィア体験)

20 

高岡 地 区
(高岡市、新湊市、氷見市、射水郡、福岡町にお住まいの方)

パスコース 運行日 見学 コー ス

総合体業育センタ(昼ー食(ミ二スポーツセミナー)-農文業妓館術センタ

A %%% % 一農財 試験タ場(~1l'l:)-近代美術館~県庁~公 害 ~埋蔵文
化センー

二上浄化(昼セ食ン)ター~海王丸~ウッドリーム(木工実習)-呉羽

B %%%%  ハイツ -NHK-県庁~富山能楽堂

C 
% % ~イ;% 情寿験報窯場教~、林育内業セ山普邸ン及タセーン(パタソーコ(昼ン食実、習緑)の~体林験業教妓室術)セ~ン越タ中ー瀬林戸業焼試千

% 

%%X， 予言
薬事研)因~科究郷所学土~館文((高プ化速ラ保)ネ存~タ伝黒リ習部ウ館職ム(業E)吉能野(力%山の開運発み動~セ公行ン園タ田)公ー(昼園食(県(菖)民~蒲黒授)能D 

% 教市室吉 部) 

%~%% (工業筏出術発セ富ン(特山タ別県ー養育中護樹央老研祭人究(福ホ所岡ー~ム町エ))レガガーデン本(昼自食動)'YsのE 
% 

み9: 4otf:j~-Æ;W~~~~(filïllill 8lJ) (昼食))-日 車博

物館~清楽園

%%i(s% マーシ圏通料(重館り度~)身~庄峨体川端障町害曳水者山記授会念産館公施(民園設謡()昼~踊食実井)波彫刻伝統産(日業月会館庄F 
%'l7 

~八日町資 圧川美術館~
川町水 習)...c.善徳寺

% ¥f;尾(山E町の道)徒夢(昼歩牧食湯1)1時間世30分あ学ります)21世紀の森タ(j\~8lJ) (~1l'l: )21 紀の森習展示館~肉用牛改

森
(定員30名) 良溜殖セン

(山道徒歩 11時間(昼30分あります笹) 
林 % 鹿豚島美神市社館~あさひ国民休養地 食)-朝日町 川地内~百河

浴 エレガガーデン~井波彫刻伝統産業会館~庄川町水記念公園

(上雨天記の場合 ((昼見食学の)圧み川)|~美術善徳館寺(%のみ庄川町水資料館)-減端曳山会館

ふれあい福担t 高護(県齢老民者人会総ホ館合ー)相ム(シ談鳳ン鳴セポ苑ンジタ(ボウームラ~参ン富加テ山)ィ県~ア富ボ体山ラ験市ン)ティア大会(~昼特食別) 
般 % 民俗民芸村 養

アクノ 妓術専)シ~門ン新学~港院魚臨~津海水富工族山業職館用業(昼地能食~力富)-開山発富新セ山港県ン展発タ望ー明台と(見~く学海ふの王うみ丸展)-スギ% ノマ (県民
会館

キキ卜ト特産 合農(各会業種精技研術米修j所t_、ン昼タ食)農業立試験場~食た昂研(総究付所実~習農)業総合済研農修協所
% ~山ひょうん ~経 連

ぶときこ通安全父
豚交通安全館得物魚館津~黒部青資少年料の家((昼食))~不動堂遺跡~百河

%%  美術¥j1A- 歴史民俗 館~高速

めぐり名水
(高速)-杉沢ン(入タ善ー町()昼~食生)地の共同日洗い場藤(黒水部(市上)市黒町部)コミ

% ユニティーセ ~大岩 石寺の

化文
埋蔵文化財館センター~~魚浮津田埋家没~林立偉山物寺館~・ト生ガ地並台木場(上市町)-

% 魚津水族 (昼食4E2コ‘ ) -~;!ijßtt.tM 'l?ð1Æ-~itJJg~ (黒部市)
(江戸末期の砲の跡)

考資事とりし 高二岡)-上市自廃浄然棄化棒物セ物処ン園理タセ工ーン場タ~ー公ね害いセのン里ター~いこいの村富山 (昼
え源 % 食 (自然体験学習)-海王丸

るを

親子ききいい
情白報教|導育物センター(パソコン実習)-いこいこ村富山(昼食)-

%~会% 然 園センターねいの里~工レガガーデン

親

水の32Lとh 、庄川座
高料圧岡館川市~町中水)田団地下査水処(昼理食場i(E圧川|雄町神水橋記付念近公)園、4庄川|町電水資

与4 生生物調 (庄川 -11¥牧発所

高生※岡物B・市調30中査小田(杉昼団食町地)役下(庄場水川処前雄理出神場発僑~~付庄9近川・0)町0~読水和記売田念会川公館浄園水前、圧揚出川(発高水岡資市料)館~水生
子 % 

)11 

2三リ: 健康
% 高食ー※日岡)(健(4保オ5康健出')、所発エ体ン(施力テ設チー側ェリ要ッン、クグ業)‘務ゴ説ン明ド)ラ~リ立フ山ト山)童~書健家族康旅溜行進村セン(昼タ

魚津地区
(魚津市、黒部市、滑川市、下新 川郡、 中新川郡にお住まいの方)

パス コス 運行日 見学コース

林業技術iセンター林業試験場、林業普及センター(緑の体験教

A %%%  室)術~館総~合県体庁育~セ交ン通タ安ー全(ミニスポ ツセミナ 、昼食)-近代
美 |導物館

情報教育センター県(パソコン実習)-太閤山ランド(昼食)-健

日 %%  康層進センター~ 庁~教育記念館

金岡邸(昼~食ウ)ッドリ指ー(予漁ム定業(木)セ工ン実タ習ー)-(高岡地域地場産業セン
C %%'l7 ター ~史県栽 ~海王丸'y7のみj毎王丸(昼

食)-万葉歴館

D %%弱
食習昂)-研農究業所技~術猪セ谷ン関タ所一館山L村昼食特産)-指八導尾所曳山展示館 (民謡踊実

E %X，%  庄習ス(高川)キ速~町ー庄)-水場川福記(町コ岡念水ス矢公記モ部園念ス養(昼公ウ鰻食園ォ池)(ッ~庄昼チ川食(光ン美)徳庄グ術寺川)館~~美夢%福術のの光館み平焼、癌圧展福光川望光焼町台陶福水(園散光資居(絵陶料村付園館展実(~総望夢習付)の)実~平習

-1 F %%'Ys 
利合(高賀掌速合文)-村文ガ(郷化~土村利玩~賀具工美ぱレの術ガ(高郷館ガ速~ー(昼)利デ食賀ン)そそ('YaばばI車のの線郷館ま~(昼つ郷食り土))玩そ%の具ばのみ美利術館一賀館

~エレ掌化ガ ーデン)そ~ 

合(W道徒落歩 11箇時間山30分あり~ま(平す(村高) 
森 % 郷(高土速館)-椙倉掌集~五 芸合掌の森館 速)(昼)食)-平村

林
-山との対話館・和紙工 研究

近代美術館~猪谷関所館(昼食)-八尾曳山展示館(見学のみ)
j省

(援の場合) ~山村特産指導所

般 ふ2い福祉 特植別物養指護老人ホーセム(昼新ン食川タ)ヴィーラ進(ボセランンタテーィ(ア体ン検験)診~啓薬発用) 
% 導センター ~健康摺 ガ

~高齢者総合相談 ー

フクノー % ー館エ(高井~ア速波)ゴ)彫~ー(テ農刻ルク伝業ドノ統授ウホ産術ィー業センル会~ン)館タとや一~(高野庄ま速川菜ト)花町レ水き試記ド験念公場~エ¥昼90レ食(ガオ) ガーデンー フェ園ア 圧レ川ゴ美ン術フj 

キキトト特産 富山産市中指央所卸売(紙市す場き~体農験業)総合研修牛所良(各増種殖研セ修ン、タ昼-食E)~山
% 村牧特場 導 ~肉用改 の夢

ぶきとこ通安全父
交通安全博(高物速館)~二上青少年の家(昼食)-勝興寺~工レガガ

% ーァン~

化文
通((高昼り速食~))~利賀合掌館跡文化村~脇谷統トチの木~庄川i漏泉町水記念公園

~ 庄川美遺術 ~井;守皮町彫)刻伝埋 産業化会館~ 寺~八日町
串田新 (大P~8lJ)-蔵文 財センター

考資暮とb し
新川広域(昼圏食宮)沢清掃センター~富山市臼浜黒崎浄化センター~

え源 児 海王丸 一公害センター~大岩石寺の藤水

るを

親子き卓いい、ー
~d~ % 

総(昼合食体)育センター(ミニスポーツセミナー)-工レガガーデン
~日本自動車僧物館

親

水Zれあ主い等黒l車川郡11 

富園(立山(山昼市町食浜広)黒~明崎宅水浄生)化生セ物ン調タ査ー(~常富願山寺市)1流杉i速浄道水路場付~近常)願寺川公
~. |高 ~マリモ

※黒部市役所前でのみ乗車できま宇奈す月。

l子 ちょ2 宇奈月浄化センター~音沢発水電所車((字 町動)-公水園生)生物調査(入(昼食)) 
(黒部川音沢橋付近)-らせん 入善町運 ~杉沢 蓄町

=リ主1健康 ※日 45健出発
% 富山保 所等(施)設~概健要、業務説明)一太康閤山ランド(昼食) (ト

リムコース 康溜進センター(健、体力チェ ック)

砺波地区
(砺波市、小矢部市、東砺波郡、福光町にお住まいの方)

パスコス 運行日 見学コース

ウッドリーム((木工実)-習敏)-自然(ヰ樽物園センターねいの里~い
A %%  こいの村富山昼食 寿苑特別養護老人ホーム)-県庁~

NHK 

j毎王丸~高志リハビリテーション病院~富山路業能力開発セ

B %ちる災 ンター(昼食、県民妓能教室)-県庁~広貫堂

(情報教育センター展((パ山示田ソ館村コ(ン実習))~呉羽八イツ(昼食)%のみ9:30
C %%%  出発~富山県植樹祭 )見(昼食)-肉用牛舎改良溜殖センタ-fi

の夢牧場~八尾曳山 学のみ)-桂樹和紙文庫

総合体家育センター黒(ミ部二市スEポーツセミナプー)ネ~タ(高速)-黒水部青。%%'l7 少試験年場の~((昼高速食))~ 吉田科学館( ラ リウム)- 産

緑化センター立山山麓家族旅機械行村(r花きりJ昼食)-ゴンドラ

E %%%  ソフト~工業技術センター 電子研究所

瑞龍寺地~八丁道震歴史的景観~(昼工食業)妓術センター民中央村研究所~
-1 F %%劣% 高岡主義地場業センター(~1l'l:)-富山市民俗芸

か(山道徒歩 1時(上間市30町分)あ(り昼ま食す)) 
森 % 立山寺~さっ ・おおやま 一大岩(山上白市石町寺) 

キ本
瑞龍寺~工Z食業)技術iセンター中央村研究所~高岡地域地場産業セ

浴
(長の場合) ンター(昼 ~富山市民俗民芸

般 ふ2福祉 特別養護老人ホター-一Eム(井のエ波夢ス町ポ牧総場ウ合ー~文ルい化ここセすいンのぎタ村(ボー富)ラ山(外ン(昼テ国食人ィ)アに~体よ富験る山講)国~演際肉)用牛% 改良篇殖セン ボラ
ンティアセミナ

フクノー 術中ク(高被セノ速工ンフ)-技一機地術'日械専展日(門電望子学台院研~所富尾~山職妓山)ー展業術ま能交示す流館力の開セ(見寿発ン学しセタの工ーン場みタ(昼~一ー源食J一と)工~業八妓尾% 業タ団 ~究八曳 やまテ

ェア テクノホール

キキ卜ト特産 農良(各増業種技殖研術セ修iセン、ンター農業試験特場~食所昂研(紙究す所き~体農験業)総合肉用研修牛所
% 昼食)-山村守主 産指導 ~ 改

タ-liの夢場

ぶきこと通安全父
交通安全館i導物館~黒部青少年料の家((昼食))~不動堂遺跡~百河

% 豚美術 ~魚津歴史民俗資 館~高速

化文 埋蔵文化坊瀬財(昼歴セ食史ン)タ ~寺料近代美(ト井術ガ波並館町~木)立(上山市風E土記のE・雄山神予~ 社 ・宿 ~立山・ 町)-(高速)-高瀬
遺跡・高 民俗資館

考える資源を暮t と
二上浄化センター~海王(自丸然~体い験こ学いの村富山セ(昼ン食タ)-自然憎

% 物y園jくセンターねいの里 習)-公害 ー~弓の
清 (高岡市)

続子きいいき 弘与~ % 
情侍報物教館育センター(パソコン実習)-海王丸(昼食)-交通安全

親
ふれあの水と 宇(昼奈食月)浄(黒化部セjンター~音沢発電所((宇奈月町))~水生生物調査

11苔沢橋付近)-杉沢入善町

子

2υ 三;康健 ※8 保45健出発
ち4 高岡 所(施設概要、業務説明)-太康閤山ランド(昼食) (ト

リムコース等)-健康t曽進センター(健 体力チェック)

-申し込み期間(消印有効)
5 月 運行介 4月3日-4月13日
6 月 // 4月25日一 5月 7日

7 月 // 5月25日一6月6日

来見子パス // 6月15日一 6月28日(夏休み期間に運行)

8 月 // 6月22日一 7月6日

9 月 // 7月25日一8月 6日

10、11月 // 8月24日-9月6日
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-申し込み・お問い合わせ
地区 申し 込 み 先

山所市在新地総・郵曲便輪番1-号7・富電山話j番目

富山 企画県民部広報課

富 県庁ヲヲ内

干 930 宮 (0764総)31-3131 

高岡 高岡地方県民相談室
局岡市赤祖父211i笥岡 合庁舎内

千933 ft(0766)21-9411 

魚津 魚津地方県民相談室
魚 津市新宿 10-7魚 津総合庁舎内

T937 岱 (0765)24-5311

砺 波 砺波地方県民相談室 砺〒 波市主義町卜7砺波総合庁舎内
939-13 ft(0763)33-5151 
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とやま心象創
「富山の建築百選」をみる

¥ 

iク，~つス長えの建築
米三ゲストハウス(富山市鹿島町)

昭和61年設計:増山敏夫

g~主主調同園町4・F..
富山県受通事e&相談所東別館T階

台 (0764)31-削竹内759

-四IJg~哩E・E・f~~.

砂KNBfこんにちは富山県で‘す」の放送時間が

毎週日曜日午前9時30分--10時に変わります。県わらのホヴトニ三一λ

A10 
|新聞広報I"EWSI APERI 
・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第E土曜日

「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日

「みんなの県政」
・朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

ロ
|ラジオ広報I IADIO I 

AM8:30-8:35 

.FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホッ トな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日

T V  
ァレビ広報I V 

・北日本放送毎週日曜日 .AM9: 30-10 : 00 
「こんにちは富山県です」

4/1 平成E年度、今年の予算
4/8 雇用機会の均等進む

4/15 新米先生大奮闘
4/22 いよいよ帆船海王丸公開
4/29 花博、富山県の日

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rll 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

-R帰宅
の
パ
ス
の
中
で
思
わ
ず
寝
込
ん
で

し
ま
い
、

バ
ス
停
を
通
過
し
て
大
あ
わ
て
。

春
眠
暁
を
覚
え
ず
と
い
う
け
れ
ど
、
本

当
に
心
地
よ
い
眠
り
に
誘
わ
れ
て
困
っ
て

い
ま
す
。

(
N
)

女
知
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
。
み
な
さ
ん

は
ど
れ
く
ら
い
富
山
の
こ
と
を
知

っ
て
い

ま
す
か
?
花
の
名
所
、
祭
り
め
ぐ
り
、
自

分
で
決
め
る
富
山
の
風
景
ベ
ス
ト
叩
な
ど
、

こ
の
春
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
自
分
だ
け

の
富
山
再
発
見
と
い
う
の
も
お
も
し
ろ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

(
T
)

女
今
回
の
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記

・
平
村

の
御
三
方
は
、
み
な
さ
ん
話
上
手
。
こ
こ

で
は
書
け
な
い
よ
う
な
お
も
し
ろ
い
話
を

た
く
さ
ん
聞
い
て
き
ま
し
た
。
私
が
思
う

に
は
、
五
箇
山
方
面
に
は
楽
し
い
人
が
多

い
の
で
は
。
こ
れ
か
ら
五
箇
山
へ
行
く
機

会
の
あ
る
人
は
、
そ
の
辺
り
の
人
を
つ
か

ま
え
て
話
を
し
て
み
て
下
さ

い
04c
っ
と

楽
し
い
で
す
よ
。

(
M
Y

乙h
I
 

24 

山
谷
晶
子
(
海
王
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

特

集

平

成

二
年
度
富
山
県
予
算

P
I
N
U
P
T
O
Y
A
M
A
 

県

庁

探

訪

高

齢
社
会
対
策
室

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
き
平
村

と
や
ま
ア
ラ
カ

ル

ト

野

球

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

-・I~;院溜・E・f~ョ・・

高齢者や家族の心配ごと、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41-41 10 

中
庭
を
持
つ
住
ま
い
の
伝
統
は
、
洋
の

一と
共
に
、
そ
れ
は
一
つ
の
世
界
な
の
で
あ
る
。

東
西
を
問
わ
ず
古
い
。
地
中
海
地
域
で
は
、

一

こ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
た
中

ア
ト
リ
ウ
ム
と
呼
ぶ
中
庭
を
持
つ
家
は
、

一
庭
を
持
つ
住
ま
い
の
伝
統
に
忠
実
で
あ
り

紀
元
前
か
ら
標
準
的
な
住
居
形
式
で
あ
っ

一
つ
つ
、
新
し
い
空
間
を
創
造
し
て
い
る
。

た
。
砂
漠
の
イ
ス
ラ
ム
文
化
に
も
こ
の
伝

一
即
ち
、
外
に
向
か
っ
て
は
塀
と
壁
で
閉
5

統
は
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
両
者
が
結
び

一
し
て
お
り
、
塀
に
穿
た
れ
た
入
り
口
を
入

つ
い
て
パ
テ
ィ
オ
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
ん
だ
」
る
と
そ
こ
は
、
中
庭
を
巡
る
小
さ
な
回
廊

日
本
で
は
、
寝
殿
造
邸
宅
の
萱
前
栽
(
清

一
の
端
で
、
回
廊
は
本
屋
の
玄
関
を
経
て
奥

盛
邸
の
蓬
査
な
ど
)
が
そ
れ
だ
が
、
近
く

一
の
和
室
部
『
分
の
入
り
口
に
達
す
る
。
家
は

は
江
戸
時
代
の
「
ま
ち
ゃ
」
の
坪
庭
が
普

一
回
廊
を
介
し
て
内
に
、
中
庭
に
開
い
て

い

通
に
親
し
ま
れ
た
中
庭
で
あ
る
。

一

る
の
で
あ
る
。
庭
は
白
い
砂
利
で
厚
く
敷

こ
う
し
た
家
は
、
外
に
対
し
て
は
自
ら

一
き
詰
め
ら
れ
、
梅
の
古
木
が
ひ
と
も
と
植

を
壁
や
塀
で
閉
ざ
し
、
中
庭
へ
、
つ
ま
り

一
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
空
白
と
自
然
の

内
へ
向
か
っ
て
開
い
た
住
ま
い
で
あ
る
。
一

豊
鏡
を
対
比
さ
せ
て
乾
坤
を
象
徴
す
る
伝

砂
漠
や
地
中
海
の
乾
燥
地
域
で
は
強
烈
な

一
統
的
な
造
形
で
あ
る
。

外
部
の
自
然
を
避
け
る
た
め
に
、
都
市
の

一

本
屋
は
大
き
な
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル

I
ム
と

密
集
地
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
つ
た
め
一

キ
ッ
チ
ン
、
そ
れ
を
繋
ぐ
吹
き
抜
け
を
持

に
、
自
ら
を
閉
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一

つ
ホ
l
ル
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
本
屋

外
界
を
遮
断
し
て
内
へ
向
く
こ
と
は
隈

一
は
倉
の
デ
ザ
イ
ン
が
翻
案
さ
れ
て
お
り
、

想
の
精
榊
に
通
じ
、
同
時
に
、
切
り
離
さ

一
や
は
り
閉
じ
ら
ね
ょ
に
十空
間
で
あ
る
。
大
理

れ
た
中
庭
空
間
は
、
ぞ
れ
自
身
で
完
結
し

一
石
の
床
、
自
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
、

自
足
し
よ
う
と
す
る
。
人
は
中
庭
に
ミ
ク
一
壁
上
部
に
穿
た
れ
た
明
り
取
り
の
窓
が
、

口
コ

ス
モ
ス
を
夢
見
て
そ
れ
を
創
る
。
口
一
静
譲
な
空
間
を
創
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

空
間
は
冷
め
た
く
拒
否
的
な
空
間
に
な
り

が
ち
な
も
の
だ
が
打
ち
放
し
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
壁
面
全
体
に
貼
っ
た
高
麗
和
紙
の
柔

ら
か
い
テ
ク
ス
チ
ユ
ア
が
、
イ
ン
チ
メ
イ

ト
な
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て
い
る
。
実
は

和
紙
を
貼
っ
た
の
は
オ
ー
ナ
ー
の
夫
人
で

住
み
手
の
意
図
を
修
正
し
よ
り
好
ま
し
く

し
た
珍
し
い
協
同
が
見
ら
れ
る
。

覧

談

一叩

・
相

判
〔U

法

な

化

1

商
ん

lvH

質
ど

。

ヮ
〈

悪
、
す

こ
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な

じ

心

問

剤

応

市

庭
い
も

ω

家
せ
に

宮

-~Lt:制剛1喧4F.・

消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

告 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・・脹畢1;~・同・_...睡..F.・・・・・・・・
富山市新総由輪卜7(県庁内)

宮 (0764)31-4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎肉)

宮 (0766)21-9411附

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

き;棋
ロy、相民県み

な
さ
ん
の
相
談
窓
口

マ
ネ
ス
ク
の

修
道
院
の
ク

ロ
イ
ス
タ
l

や
禅
寺
の
回

廊
で
閉
じ
ら

れ
た
空
間
は

膜
想
の
為
の

空
間
で
あ
る

解
脱
/
世
一
覚
暁
{
エ
鍵
海
士
会
沢
ヱ
蟻
大
学
一
願
望

写
真
/
風
間
耕
司
{
果
実
窓
会
会
員
)



緑
化
へ
の
誓
い
新
た
に
、
も
、
つ
一
4込。
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4
月
四
日
(
月
)

4
月
白
日
(
火
)

4
月
白
日
(
水
)

4
月
白
日
(
木
)

4
月
U
日
(
金
)

4
月
四
日
(
土
)

4
月
四
日
(日
)

街
の
緑
花
の
日

(公
園
、
道
路
の
緑
化
を
進
め
よ
う

山
の
緑
の
日

(
山
の
緑
を
育
て
よ
う
)

埜学

識
二花
者の
2日
を
す
す
め
よ

記
念
植
樹
の
日

(
記
念
植
樹
を
進
め
よ
う
)

平成2年4月号

君主緑
李完花
る1専愛
空需育
Z里o
5F口
よ I

三岩
な
み

男五職
員長場

22器
官三の
主主 日

所
な
ど

家
庭
緑
花
の
日

「み
ど
り
の
日
」

(
家
族
そ
ろ
っ
て
花
と
緑
を
育
て
よ
う
)

県広報とやま


